
 

 

 

 

 

 
  

未来の名前 
 校長 吉 田  栄 

                
吹く風に冷たさが残る浅春。しかし、きらめく春の陽射しの中で草木の新芽が萌え

出ずる頃、膨らみ始めた木々の芽に、柔らかで暖かな日差しの中に、確かな春の訪れ
を感じます。３月「弥生」。児童は修了・卒業、進級・進学を間近に控え、学校ではい
よいよ３学期のまとめ、令和７年度のまとめの時期を迎えます。  
４月になれば、児童は一つ上の新しい学年に進級、一つ上の新しい学校に進学しま

す。今の教室で過ごす学校生活も残り１か月です。児童にとっての卒業証書授与式や
修了式は、１年間の自分自身の努力を振り返り、大きく成長した自分を自覚するとと
もに、これまで温かく見守られ、はぐくまれてきたことに対する感謝の気持ちをもつ
ための絶好の機会です。そうした意味からも、児童にとってこのような機会は人生の
大きな節目になると考えます。 
未来に向かって力強く歩み始める若者を、私たち大人に止める術はありません。  

「未来はいくつか名前をもっている。弱者にとっては『不可能』。臆病者にとっては『未
知』。考え深く勇気のある者にとっては『理想』」…この言葉は、「レ・ミゼラブル」の
著者であり、フランス・ロマン主義の小説家、そして詩人の ヴィクトル＝マリー・
ユーゴー の言葉です。本来、未来は誰にとっても「未知」の世界です。しかし、た
だの「未知」ではなく、そこは可能性に満ち溢れています。未来を恐れれば「未知」
から「不可能」となり、たとえつまずくことがあったとしても、希望を胸に歩み続け
れば、未来は「未知」から「理想」へと徐々にその姿を変えていくことでしょう。  
自分の「あるべき姿」になることは、「自己実現」そのものです。仕事を含めた実生

活の中で、「なりたい自分になる」ために努力することは、「未来に思い描いた自分の
姿」という目標に向かって努力することに他なりません。今の「自分の姿」はこれま
での努力の成果であり、その達成こそがゴールなのです。私たち教職員は、そして私
たち大人は、児童に「あるべき姿」をもたせ、児童の努力を認め、励まし続け、時に
は支えとなり、自分自身の姿をその手本として示しながら、児童の自己実現を支援す
ることが必要です。言い換えるならば、児童の自己実現をマネジメントするというこ
とです。児童の自己実現へのマネジメントがなければ、それは意図的・計画的な営み
であるはずの教育とは程遠く、指導はすべて場当たり的なものとなります。よりよい
変容へと導くこともままならず、大切な児童の未来をも閉ざしてしまうことが大きく
懸念されます。 
児童の未来を考えたとき、その名前は何になるでしょうか。「不可能」・「未知」…。

あるいは「理想」…。児童の成長の証は、数字だけにとどまりません。今、目の前の
児童の姿そのものが、日々の努力の成果です。そうであるならば、可能性に満ちた児
童の未来は、当然ながら「理想」であるべきです。  
ヴィクトル・ユーゴーは、あるスピーチの中、次のように話したと言われます。  

「子どもの本当の名前は、『未来』である。子どもは、未来の収穫の畑である。子ども
の心に、種を蒔こう。正義を与え、歓喜を与えてあげよう。子どもを育てながら、我々
は『未来』を育てているのである。『育てる』という言葉は、何と深い意味をもってい
ることだろうか。我々の目の前にいる子どもたちを、教育していこう。そうすれば、
新しき世紀は赫々と光り輝くであろう。子どもの中に燃える炎こそ、未来の太陽なの
である」…。 
一人一人の児童が限りない可能性に満ちていることは勿論のこと、この言葉からは

教育とはこれほど創造的であり、この先人類の歴史とともに、未来永劫脈々と連なり
ゆくものであることを痛切に感じます。 
保護者の皆様、地域の皆様、本年度も教育活動への多大なるご理解とご協力を賜り、

誠にありがとうございました。学校を代表し、心より御礼申し上げます。令和８年度
も変わらぬご支援、ご協力の程、よろしくお願いいたします。  
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学 校 だ よ り 

令 和 ８ 年 ３ 月 

川口市立芝樋ノ爪小学校   

児 童 数 ： ２ ６ １ 名 
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